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すこやかクラブ京都

　5 月 31 日㈬、ロームシアター京都サウスホールにおいて、　5 月 31 日㈬、ロームシアター京都サウスホールにおいて、
すこやかクラブ京都第 12 回会員総会が開催されました。すこやかクラブ京都第 12 回会員総会が開催されました。
　開会にあたり西村会長は、コロナ禍からの回復について　開会にあたり西村会長は、コロナ禍からの回復について
喜びを述べられ、続いて門川大作京都市長から来賓祝辞を喜びを述べられ、続いて門川大作京都市長から来賓祝辞を
頂いた後、来賓の紹介が行われました。頂いた後、来賓の紹介が行われました。
　議事では、次の３つの報告事項と２つの議案について説　議事では、次の３つの報告事項と２つの議案について説
明されました。　明されました。　
　〇�令和４年度事業報告について　〇�令和４年度事業報告について
　〇�令和 5年度事業計画について　〇�令和 5年度事業計画について
　〇�令和 5年度収支予算について　〇�令和 5年度収支予算について
　　〇第１号議案　�令和 4年度収支決算について〇第１号議案　�令和 4年度収支決算について
　〇第２号議案　役員の選任について　〇第２号議案　役員の選任について
　　　　　　　　理事 17名・監事 2名　　　　　　　　理事 17名・監事 2名
　　各議案は満場一致で承認され、議事が終了。退任された各議案は満場一致で承認され、議事が終了。退任された
理事および監事の皆さまに暖かい拍手が送られました。理事および監事の皆さまに暖かい拍手が送られました。
　続いて臨時理事会を開催し、新役員体制の決定報告と紹　続いて臨時理事会を開催し、新役員体制の決定報告と紹
介が行われました。最後に閉会挨拶で本総会は幕を閉じ、介が行われました。最後に閉会挨拶で本総会は幕を閉じ、
令和５年度のスタートを切りました。令和５年度のスタートを切りました。
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員

増
強
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
を
自
分
へ
の
課

題
、
実
現
の
た
め
の
決
意
と
し
、

会
長
職
を
務
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

京
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理

事
に
就
任
し
、
大
変
光
栄
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
度
、

若
輩
で
は
あ
り
ま
す
が
理
事
に
就

任
し
た
こ
と
は
、
皆
様
か
ら
の
信

頼
と
期
待
に
よ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
信
頼
に
応
え
る

べ
く
、
私
自
身
も
成
長
し
、
皆
様

と
共
に
よ
り
よ
い
団
体
を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
抱
負
と
し
て
は
、
ま
ず

新
任
理
事
か
ら
の

ご
あ
い
さ
つ

役　職 氏　名 区　分
会　長 代表理事 西村　忠雄 東山区老連会長
副会長 理　事 三浦　　明 南区老連会長
副会長 理　事 藤川　　泰 右京区老連会長
副会長 理　事 中村　洋子 市老連女性委員長

副会長 理　事 川島　康伸 市老連若手委員長
北区老連会長

理　事 関　　弘武 上京区老連会長
理　事 小林　次雄 左京区老連会長
理　事 村尾　典雄 中京区老連会長
理　事 粟津　昭夫 山科区老連会長
理　事 山﨑　謙二 下京区老連会長
理　事 前田　照彦 西京区老連会長
理　事 宮本　政義 伏見区老連会長
理　事 小森　壽子 市老連女性副委員長
理　事 大野　裕美 市老連女性副委員長
理　事 橋本　雅充 市老連若手副委員長
理　事 岡　　克彦 京都市健康長寿推進担当課長

常務理事 田中　　均 市老連事務局長
理　事　17 名

監　　事 木村　信一 左京区老連
監　　事 福井　隆郎 中京区老連

監　事　  ２名

令和５年度 京都市老人クラブ連合会役員

令和５年度 市老連事業推進委員会正副委員長
区　　分 役　職 氏　名

研 修 委 員 会
委 員 長 小林　次雄
副委員長 村尾　典雄

体 育 委 員 会
委 員 長 前田　照彦
副委員長 関　　弘武

奉仕活動委員会
委 員 長 山﨑　謙二
副委員長 川島　康伸

福利厚生委員会
委 員 長 三浦　　明
副委員長 宮本　政義

広 報 委 員 会
委 員 長 藤川　　泰
副委員長 粟津　昭夫

女 性 委 員 会
委 員 長 中村　洋子
副委員長 小森　壽子
副委員長 大野　裕美

若 手 委 員 会
委 員 長 川島　康伸
副委員長 橋本　雅充

◆特別委員会
会員増強、組織の活性化
プラン推進委員会

委 員 長 西村　忠雄
副委員長 田中　　均

市
老
連
女
性
委
員
長

市
老
連
女
性
委
員
長

（
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

（
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
西
京
西
京
））中村　洋子中村　洋子

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
上
京
会
長

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
上
京
会
長

関　　弘武関　　弘武

市
老
連
若
手
委
員
長

市
老
連
若
手
委
員
長

北
区
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
会
長

北
区
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
会
長

川島　康伸川島　康伸
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は
会
員
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
聞
き
、
そ

れ
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流
や
情
報
交
換

を
深
め
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
存
在
や
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
目
指

し
て
い
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
私
た
ち
の
団
体
は
、

高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
の

方
々
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
、
皆
様
の
希
望
や
願
い

を
叶
え
る
た
め
に
存
在
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
全

力
で
行
い
、
皆
様
の
生
活
の
質
の

向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

以
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
「
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京

都
」
の
会
員
総
会
に
於
い
て
、
市

老
連
理
事
と
し
て
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中
京

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
村
尾
典

雄
で
す
。

　

長
年「
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
中
京
」

を
束
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
田
中
祐

二
郎
会
長
の
ご
勇
退
に
と
も
な

い
、
令
和
５
年
度
よ
り
中
京
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
を
拝
命
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
老

連
理
事
と
し
て
大
変
な
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
の
皆

様
や
全
て
の
会
員
の
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
与

え
ら
れ
た
職
務
に
誠
心
誠
意
邁
進

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

方
の
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
【
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担

お
う
！
地
域
づ
く
り
を
】
と
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
を
の

ば
し
、
自
立
し
た
生
活
、
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
目
指
し
て
、
多

年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
会
員
の
皆

様
と
共
に
、
元
気
に
活
躍
し
続
け

ら
れ
る
社
会
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京

都
の
会
員
総
会
で
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
山
科
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
の
粟
津
昭
夫
で
す
。

　

前
任
の
柳
生
会
長
の
後
の
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
、
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
科
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
委
員
会
の

事
業
計
画
は
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
実

行
で
き
ま
し
た
。

　

山
科
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

現
在
の
課
題
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
の

消
滅
に
よ
る
会
員
数
の
減
少
と
、

こ
れ
に
伴
い
区
老
連
の
収
支
状
況

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
問
題
は
、
会
長

の
後
継
者
問
題
で
す
。
そ
の
後
継

者
が
み
つ
か
ら
ず
ク
ラ
ブ
が
消
滅

し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
学
区
連

長
を
通
じ
て
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の

動
向
を
早
期
に
し
っ
か
り
把
握
し

て
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

財
政
問
題
で
は
、
会
員
数
の
減

少
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

関
係
機
関
か
ら
の
助
成
金
を
頂
け

な
く
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
持
っ
て
い

る
地
域
活
動
の
特
性
を
関
係
機
関

と
の
協
力
体
制
で
築
い
て
い
き
、

収
支
状
況
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
区
老
連
と
市
老
連
と
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
区

老
連
の
各
委
員
会
の
事
業
を
積
極

的
に
行
い
、
皆
様
の
ご
期
待
に
そ

え
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
皆
様
か
ら
の
推
薦
に

よ
り
伏
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
会
長
の
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
超

高
齢
社
会
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
場
に
注
目
の

目
が
向
い
て
い
る
中
、
伝
統
あ
る

伏
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
舵

取
り
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
こ

と
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
、
務
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
何
卒
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ

の
一
員
と
し
て
振
り
返
っ
て
み

て
、
様
々
な
行
事
を
通
じ
て
沢
山

の
友
人
が
出
来
、
互
い
の
健
康
を

気
遣
い
な
が
ら
、
元
気
で
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
人
生

百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
中
、
心
身

共
に
自
立
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
健
康
寿
命
の
壁
を
皆
様
共
々
に

ほ
ん
の
少
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
病
気
の
一
つ
や
二

つ
は
当
た
り
前
で
、
高
齢
者
に
は

友
達
の
様
に
上
手
に
付
き
合
い
、

無
理
を
し
な
い
で
規
則
正
し
い
生

活
で
、
末
永
く
続
く
す
こ
や
か
ク

ラ
ブ
伏
見
と
一
緒
に
元
気
に
行
き

ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
老
連
女
性
副
委
員

長
に
就
任
し
理
事
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
下
京
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連

合
会
女
性
委
員
長
の
大
野
裕
美
で

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

一
生
懸
命
職
責
を
勤
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
は
、
感
染
症
が
５
月

よ
り
２
類
相
当
か
ら
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
少
し

は
安
堵
感
が
あ
る
も
の
と
な
っ
た

と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
ど
の
様
な
世
の

中
で
あ
ろ
う
と
も
高
齢
化
が
進
む

中
、
基
本
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
展

開
す
る
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
取
り
組
み
を
意
識
し
高
齢
者
の

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
活
動
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
人
々

が
支
え
あ
い
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
を
つ
な
ぎ
な
お
し
、
居
場
所
作

り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
孤

立
に
よ
る
健
康
を
害
す
る
こ
と
な

く
フ
レ
イ
ル
（
心
身
の
虚
弱
）
を

防
ぎ
、
健
康
で
健
や
か
な
生
活
を

お
く
れ
る
よ
う
皆
様
と
と
も
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

す
こ
や
か
山
科
会
長

す
こ
や
か
山
科
会
長

粟津　昭夫粟津　昭夫

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
中
京
会
長

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
中
京
会
長

村尾　典雄村尾　典雄

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
伏
見
会
長

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
伏
見
会
長

宮本　政義宮本　政義

市
老
連
女
性
副
委
員
長

市
老
連
女
性
副
委
員
長

（
下
京
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

（
下
京
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

大野　裕美大野　裕美
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令和５年度 市老連行事予定（８月～３月）
月 日 行 事 名 開催場所等

８月３日㈭ 囲碁・将棋大会 ひと・まち交流館
京都

９月12日㈫ 区老連持ち回りウォーキング
（伏見区担当）

折戸公園～
隨心院～醍醐寺

９月15日㈮
～21日㈭ 敬老の日・老人週間

９月20日㈬ 全国一斉「社会奉仕の日」

９月21日㈭
すこやかクラブ京都大会 

（金婚・長寿のお祝い、その他各種
表彰）

ロームシアター
京都サウスホール

９月27日㈬
　（28日㈭） 低い山を登る会 大文字山

10月３日㈫・４日㈬
  （５日㈭・６日㈮） グラウンド・ゴルフ大会 岩倉東公園

グラウンド

10月17日㈫ 区老連持ち回りウォーキング
（下京区担当 )

10月12日㈭
　  （13日㈮） 低い山を登る会 瓜生山

10月24日㈫
　  （25日㈬） ペタンク大会 岩倉東公園

グラウンド
10月28日㈯

～31日㈫ ねんりんピック愛顔のえひめ大会 愛媛県

10～11月 女性委員会秋のハイキング

月 日 行 事 名 開催場所等
11月８日㈬

～９日㈭ 全国老人クラブ大会 秋田県

11月 区老連持ち回りウォーキング
（中京区担当）

11月16日㈭
　  （17日㈮） 低い山を登る会 沢ノ池

11月21日㈫ 女性委員会秋のリーダー研修会 ＫＫＲ京都 くに荘

12月 区老連持ち回りウォーキング
（上京区担当）

12月1日㈮ ボウリング大会 ＭＫボウル上賀茂

令和６年１月 区老連持ち回りウォーキング
（１月:右京区担当）
健康づくり教室

（大阪ガスグループ福祉財団共催）
区老連持ち回りウォーキング

（２月:北区担当）

健康づくり活動発表会

すこやかクラブ京都作品展

３月 区老連持ち回りウォーキング
（３月:南区担当）

※（　）は雨天予備日

〜

高齢期を元気に過ごすための食事

　食べにくさや飲み込みにくさは、フレイル※１ の始まりの一つとされるオーラルフレイル（口腔機能が弱ること）
の表れです。オーラルフレイルは、偏った食事や食欲の低下につながり、栄養不足や筋肉量の低下から、フレイ
ルを引き起こします。日頃から多様な食品から栄養を摂り、健康長寿を目指しましょう。また、いつまでもおい
しく食べるために、歯と口の健康づくり※２ にも取り組みましょう。
※ 1  フレイルとは、年齢を重ねることにより、からだやこころが弱った状態のことをいいます。フレイルを経て、要介護状態に

なるとされています。
※ 2  ご自身のケアと専門家のケアが大切です。最近歯科受診をしていない方は、まずは歯科医院でご自身のお口の状態を確認し

ましょう。

京都市保健福祉局健康長寿のまち・京都推進室健康長寿企画課
☎０７５－２２２－３４１１

食べる力は生きる力！いろいろ食べて、健康な毎日を！

高齢者は、フレイル予防のためにもしっかり食べましょう！
主食・主菜・副菜をそろえた食事を基本とし、
左表の１０食品群のうち、７点以上※ 3 を
目指しましょう。少しでも料理の中に入っ
ていればＯＫ！

※ 3  東京都健康長寿医療センター研究所健
康長寿新ガイドライン策定委員会

「さあにぎやかにいただく」は、東京都健康長寿医療センター研究所が開
発した食品摂取多様性スコアを構成する１０の食品群の頭文字をとった
もので、ロコモチャレンジ！推進協議会が考案した合言葉です。
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１
．高
齢
者
を
取
り
巻
く
現
状

⑴
高
齢
化
の
現
状
と
将
来
像

　

日
本
の
総
人
口
が
減
少
す
る

中
で
、
令
和
４
年
９
月
15
日
現

在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
３
６
２
７
万
人
、
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は
29
．１
％
と
過
去
最

高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将

来
推
計
に
お
い
て
、
高
齢
化
率
は

上
昇
を
続
け
、
令
和
18
年
に
33
．

３
％
で
３
人
に
１
人
と
な
り
、
第

２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期（
昭
和
46

～
昭
和
49
年
）に
生
ま
れ
た
世
代

が
65
歳
以
上
と
な
る
令
和
22
年
に

は
35
．３
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
就
業
者
数
は

18
年
連
続
増
加
し
、
令
和
３
年
は

９
０
９
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
就

業
率
は
25
．
１
％
で
65
歳
か
ら
69

歳
ま
で
の
就
業
率
は
50
．３
％
、

ま
た
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
就

業
率
は
71
．５
％
と
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　

京
都
市
で
は
、
令
和
４
年
９
月

15
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
約
41
万
人
、
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は
28
．５
％
で
、
市
内

の
３
．５
人
に
１
人
は
65
歳
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
人

口
は
７
年
前
か
ら
減
少
に
転
じ
て

い
ま
す
が
、
高
齢
者
人
口
は
今
後

も
増
加
し
続
け
ま
す
。

⑵
高
齢
社
会
対
策
に
つ
い
て

　

日
本
は
世
界
有
数
の
長
寿
国

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
に

は
高
い
就
業
意
欲
が
見
ら
れ
、
体

力
や
運
動
能
力
も
一
貫
し
て
向

上
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る
現

在
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
、

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
健
康
長
寿
社
会
を
築

く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
社
会
対
策
の
基
本
的
考
え

方
と
し
て
、

• 

年
齢
に
よ
る
画
一
化
を
見
直

し
、
全
て
の
年
代
の
人
々
が
希

望
に
応
じ
て
意
欲
・
能
力
を
い

か
し
て
活
躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ

ス
社
会
を
目
指
す

• 

地
域
に
お
け
る
生
活
基
盤
を
整

備
し
、
人
生
の
ど
の
段
階
で
も

高
齢
期
の
暮
ら
し
を
具
体
的
に

描
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

作
る

• 
技
術
革
新
の
成
果
が
可
能
に
す

る
新
し
い
高
齢
社
会
対
策
を
志

向
す
る

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
健

康
寿
命
を 

２
０
１
６
年
と
比
べ

て
３
年
以
上
伸
ば
し
、
75
歳
以
上

と
す
る
と
い
う
目
標
「
健
康
寿
命

延
伸
プ
ラ
ン
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

 

更
に
、
世
界
中
に
大
流
行
を
も

た
ら
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
ウ
イ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
に
対
応
し
た
保
健
・
医

療
・
介
護
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
地
域
社
会
に
お
け
る

様
々
な
実
践
に
よ
り
、
高
齢
者
の

孤
立
や
フ
レ
イ
ル
防
止
に
継
続
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

２
．老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と役割

　

全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
が

約
８
８
０
万
人
と
過
去
最
多
で

あ
っ
た
平
成
10
年
か
ら
、
年
々
会

員
数
が
減
少
し
、
令
和
３
年
３
月

に
は
会
員
数
が
約
４
７
１
万
人
と

な
り
、
20
年
で
約
４
０
０
万
人
減

少
す
る
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
全
老

連
で
は
、
平
成
22
年
か
ら
平
成
24

年
ま
で
の
３
年
間
、「
老
人
ク
ラ

ブ
活
性
化
３
か
年
計
画
」を
更
に
、

平
成
26
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
の

５
年
間
、「
１
０
０
万
人
会
員
増

強
運
動
」
の
取
組
を
行
う
な
ど
、

会
員
増
強
の
取
組
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
の
会
員

数
に
お
い
て
も
、
過
去
最
多
で

あ
っ
た
昭
和
58
年
に
８
万
３
千
人

で
平
成
４
年
度
ま
で
約
８
万
の

会
員
数
を
維
持
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
に
は
約
４
万
６
千

人
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
約

３
万
７
千
人
、
45
％
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
京
都
に
お
い
て
も
、「
老
人

ク
ラ
ブ
活
性
化
３
か
年
計
画
」、

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

を
は
じ
め
、
各
区
老
連
、
学
区
老

連
、単
位
ク
ラ
ブ
に
お
き
ま
し
て
、

地
域
で
の
声
掛
け
や
生
活
支
援
な

ど
の
友
愛
活
動
に
地
道
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
更
に
令
和
４
年

1
月
に
は
「
会
員
増
強
・
組
織
活

性
化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
会
員

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
予
防
対
策
、
感
染
防
止

の
た
め
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
日
常
生
活
で
実
践
し
つ
つ
、
高

齢
者
の
孤
立
や
フ
レ
イ
ル
防
止
の

取
組
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
は
こ
の
役
割
の
一
翼

を
担
う
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

３
．今
年
度
の
基
本
方
針
と

行
動
目
標

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
「
の
ば

そ
う　

健
康
寿
命　

担
お
う　

地

域
づ
く
り
を
」
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の

も
と
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
に

お
い
て
は
、
令
和
４
年
1
月
に
策

定
し
た
「
会
員
増
強
・
組
織
活
性

化
プ
ラ
ン
」
の
取
組
期
間
を
３
年

間
と
定
め
て
お
り
、
今
年
度
も
引

き
続
き
、
同
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
方

針
に
よ
り
、
取
組
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

① 

市
老
連
、
区
老
連
、
単
位
ク
ラ

ブ
を
あ
げ
て
、
地
域
団
体
と
の

連
携
を
密
に
す
る
な
ど
、
入
会

の
声
か
け
な
ど
の
勧
誘
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的

に
進
め
ま
し
ょ
う
。

② 

継
続
的
な
役
員
の
成
り
手
を
生

み
出
す
た
め
の
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
な
ど
に
よ
り
、
ク

ラ
ブ
組
織
の
活
性
化
や
解
散
ク

ラ
ブ
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

（
次
頁
に
続
く
）

すこやかクラブ京都　令和 5 年度　事業計画
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〇会員募集ポスターやチラシ、入会案内、機関紙などを作
　成し、町内回覧や対象者への配布などによる周知の推進
〇空白地帯の自治連との連携によるクラブ活動や入会案内
　の周知
〇見守り活動や清掃活動などの地域活動との連携
〇区役所などの行政機関や地域団体との連携

〇役員の役割分担による後継者の育成
〇会員増強及び広報活動強化に向けた研修会やリーダー研
　修会の実施
〇クラブリーダーの後継者難による解散クラブを防止

〇学区単位などで、複数のリーダーによる未加入者への勧誘
〇入会案内チラシや機関紙を作成し、魅力ある活動内容の
　周知徹底
〇会費について、入会しやすいようできる限り安価に設定
〇未加入者への体験参加を推進

〇会員ニーズに沿った魅力あるクラブ活動の実施
〇身体の弱い人、外出しにくい人でも参加できる居場所づ
　くり
〇気軽な会食懇談会の開催による情報交換
〇コロナ禍においても身近な公園での健康体操などの実施

➡➡➡
【女性委員会】
①ハイキング（春季・秋季）の開催
②女性リーダー研修会（夏季・秋季）の開催
③「健康づくり活動発表会」の開催
【若手委員会事業】
①区老連持ち回りウォーキングの毎月開催（夏季を除く。）                    
②「低い山を登る会」（年５回）の開催　
③トレッキングツアー（夏季）の開催 
④若手リーダー研修会の開催
⑤区老連若手委員会間の交流の促進

【福利厚生委員会】
①囲碁・将棋大会の開催
②親睦・交流旅行の開催
③老人クラブ保険への加入促進
【研修委員会】
①委員会での情報交換や意見交換をもとに各区老連での研修を推進 
②区老連が企画開催する研修等を支援
【奉仕活動委員会】
①コロナ禍における在宅高齢者やその家族を支援する友愛活動の推進
②安心・安全の住みよい「まちづくり」を目指す地域づくり活動の推進
③地域単位で高齢者の暮らしを支援していく健康づくり活動、友
　愛活動の充実

【会員増強、組織の活性化プラン推進委員会】
　令和４年１月に策定した「会員増強・組織の活性化プラン～会
員減少に歯止めをかける～」について、「会員増強、組織の活性
化プラン推進委員会」を新たに設置して、取組状況、プランのブ
ラッシュアップや情報交換を行うことで会員減少に歯止めをかけ
る取組を推進していきます。
【その他重要な取組】
①すこやかクラブ京都会員総会の開催
②すこやかクラブ京都大会の開催
③すこやかクラブ京都作品展の開催
④すこやかクラブ京都「健康づくり教室」の開催
⑤全老連、近老協との連携した取組

【体育委員会】
①グラウンド・ゴルフ大会の開催
②ペタンク大会の開催
③ボウリング大会の開催
④新たな高齢者向けニュースポーツの調査・検討
【広報委員会】
①市老連、区老連で発行している広報紙の紙面内容の充実
②会員内外へ活動情報を掲示し発信する「すこやかクラブ京都広
　報板」の設置拡大
③クラブの活動情報を広く発信し、老人クラブへの関心を高める
　ためのホームページ内容の充実
④未加入者への入会案内チラシの充実

行動目標①  自治会、町内会との連携による会員の加入促進

行動目標③　クラブリーダーの育成・確保 行動目標④　魅力あるクラブ活動の創出

行動目標②　地道な「声かけ」運動
《2月、3月は未加入者への「声かけ」運動強化期間》

　すこやかクラブ京都は、健康づくり活動、高齢者が相互に支える友愛活動、
楽しい趣味活動、地域に貢献する社会奉仕活動などさまざまな活動を行っていま
す。あなたの入会をみんなで待っています♪　活動内容、年間行事、活動報告
や各区老連事業などの最新情報がパソコンやスマートフォンからご覧になれ
ます！ また、リンクからは健康づくりに関する情報もご確認いただけます
のでぜひご利用ください♪

すこやかクラブ京都【URL】http://kc-roren.sakura.ne.jp

お問い合わせは、すこやかクラブ京都 事務局（☎ 075-354-8744）
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令
和
５
年
2
月
21
日
㈫
～
22
日

㈬
、
総
勢
2
0
9
名
の
参
加
を
得
て

「
親
睦
・
交
流
旅
行
」
を
全
国
旅
行

支
援
も
受
け
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。
美
肌
の
湯
と
し
て
知
ら
れ

る
岐
阜
県
下
呂
温
泉
へ
出
発
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、郡
上
八
幡
の
「
流
響
の
里
」

で
昼
食
を
い
た
だ
き
、
日
本
三
大
盆

踊
り
の
ひ
と
つ
「
郡
上
お
ど
り
」
の

鑑
賞
と
体
験
に
郡
上
市
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。「
郡

上
お
ど
り
」
は
約
４
０
０
年
に
わ

た
っ
て
郡
上
八
幡
城
下
町
で
歌
い
踊

り
続
け
ら
れ
日
本
三
大
盆
踊
り
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
る
伝
統
的
な
踊
り

で
す
。
今
回
は
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

京
都
親
睦
交
流
旅
行
参
加
者
の
皆
様

だ
け
の
た
め
の
郡
上
お
ど
り
鑑
賞
と

体
験
会
で
、
ま
ず
は
郡
上
お
ど
り
を

一
通
り
鑑
賞
し
た
後
、
み
ん
な
で
音

楽
に
合
わ
せ
て
郡
上
お
ど
り
体
験
を

し
ま
し
た
。
見
て
い
る
時
は
簡
単
そ

う
に
感
じ
る
の
で
す
が
、
や
っ
て
み

る
と
難
し
く
て

思
う
よ
う
に
踊

れ
ず
苦
戦
し
ま

し
た
が
、
踊
り

終
わ
っ
た
後
は

体
が
ポ
カ
ポ
カ

に
な
り
、
皆
様

笑
顔
で
楽
し
み

ま
し
た
。

　

１
日
目
を
終

え
て
、
宿
泊
先

「
水
明
館
」
へ

到
着
し
た
の
は
少
し
早
め
の
午

後
４
時
頃
、
日
本
三
名
泉
の
一

つ
下
呂
温
泉
は
滑
ら
か
で
柔

ら
か
い
お
肌
に
や
さ
し
い
「
美

人
の
湯
」で
す
。水
明
館
に
は
、

檜
香
る
「
下
留
の
湯
」、
野
趣

溢
れ
る
「
野
天
風
呂
」、
街
を

見
下
ろ
す
「
展
望
大
浴
場
」
の
３
つ

の
大
浴
場
が
あ
り
、
湯
巡
り
し
て
、

ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て
、
日
頃
の
疲
れ

も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
、
西
村
忠
雄
市
老
連
会

長
の
ご
挨
拶
、
続
い
て
区
老
連
会
長

や
福
利
厚
生
委
員
長
な
ど
こ
の
旅
を

お
世
話
さ
れ
て
い
る
各
区
の
役
員
の

方
々
の
ご
紹
介
、
そ
し
て
三
浦
明
市

老
連
副
会
長
・
福
利
厚
生
委
員
長
の

ご
発
声
で
乾
杯
、
待
ち
わ
び
た
夕
食

の
宴
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
目
の
前

に
並
ん
だ
料
理
に
舌
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ

が
始
ま
る
と
、
沢
山
の
方
が
自
慢
の

の
ど
を
披
露
さ
れ
て
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
宴
た
け
な
わ
と
な
り
、

藤
川
泰
市
老
連
副
会
長
の
中
締
め
の

挨
拶
で
、
宴
会
は
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
午
前
９
時

に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て

高
山
市
に
あ
る
「
高
山

陣
屋
」
へ
向
か
い
ま
し

た
。
高
山
陣
屋
は
、
日

本
で
唯
一
主
要
建
物
が

現
存
す
る
代
官
・
郡
代

所
跡
で
す
。
高
山
陣
屋

を
見
学
し
た
後
は
、
朝

市
や
古
い
町
並
み
を
自

由
散
策
し
ま
し
た
。
城

下
町
の
中
心
、
商
人
町

と
し
て
発
展
し
た
高
山

の
上
町
、
下
町

の
三
筋
を
古
い

町
並
み
と
呼
ん

で
い
ま
す
が
、

老
舗
の
暖
簾
が

軒
を
つ
ら
ね

て
い
た
り
、
伝

統
工
芸
の
お

店
や
駄
菓
子

屋
さ
ん
な
ど

昔
な
が
ら
の

町
並
み
を
眺

め
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
お
買
い
物
な
ど
楽
し

み
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
高
山
ま
つ

り
の
森
」
で
昼
食
と
最
後

の
お
買
い
物
を
済
ま
せ
て

す
べ
て
の
日
程
を
終
え
、

バ
ス
は
一
路
京
都
へ
と
向

か
い
、
午
後
６
時
30
分
頃

に
は
無
事
京
都
に
戻
り
ま

し
た
。
沢
山
の
思
い
出
と

お
土
産
を
抱
え
て
そ
れ
ぞ

れ
の
家
路
に
着
か
れ
ま
し

た
。

　

令
和
５
年
３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

の
両
日
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
作

品
展
を
み
や
こ
め
っ
せ
地
階
の
日
図

デ
ザ
イ
ン
博
物
館
に
お
い
て
４
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
が
多
数
出

品
さ
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
26
日
に
は
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
京
都
名
誉
会
長
の
門
川
大
作
京
都

市
長
及
び
吉
田
副
市
長
も
お
越
し
に

な
り
、
各
区
老
連
の
作
品
を
ご
覧
に

な
り
ま
し
た
。
励
ま
し
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
た
会
員
か
ら
は
喜
び
の
声
が

聴
か
れ
ま
し
た
。

　

各
区
老
連
か
ら
会
員

の
皆
様
の
書
道
、
絵
画
、

写
真
、
手
芸
品
な
ど

2
0
0
0
点
を
超
え
る

力
作
が
展
示
さ
れ
、
連
日

多
く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都　

作
品
展
の
開
催

作
品
展
の
開
催

令
和
４
年
度　

親
睦
・
交
流
旅
行

令
和
４
年
度　

親
睦
・
交
流
旅
行

「
岐
阜
県
下
呂
温
泉　

「
岐
阜
県
下
呂
温
泉　

11
泊泊
22
日
の
旅
」

日
の
旅
」
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蒲
谷
池
～
大
覚
寺��

【
約
８
㎞
】

〇
第
２
回
「
天
王
山
」��

　

５
月
24
日
㈬　

参
加
者
１
６
１
名

　

�

J
R
山
崎
駅�

～�

天
王
山�

～�

西

山
古
道�

～�

西
代
里
山
公
園
【
約

９
㎞
】

～
今
後
の
開
催
日
程
～

〇�

第
３
回
「
大
文
字
山
」

　

９
月
27
日
㈬

　
（
雨
天
予
備
日　

９
月
28
日
㈭
）

　

�

蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
公
園�

～�

大

文
字
山�

～�

五
山
送
り
火
火
床�

～�

銀
閣
寺
【
約
８
㎞
】

〇
第
４
回
「
瓜
生
山
」

　

10
月
12
日
㈭

　
（
雨
天
予
備
日　

10
月
13
日
㈮
）

　

�

上
終
公
園�

～�

大
山
祗
神
社�

～�

瓜
生
山�

～�

清
延
山�

～�

修
学
院

【
約
９
㎞
】

〇
第
５
回
「
沢
ノ
池
」

　

11
月
16
日
㈭

　
（
雨
天
予
備
日　

11
月
17
日
㈮
）　

　

�

鷹
ヶ
峯�

～�

千
束�

～�

上
ノ
水
峠�

～�

沢
ノ
池�

～�

高
雄
【
約
８
㎞
】

第
３
回
～
第
５
回
に
つ
い
て
は
、
各

区
老
連
若
手
委
員
会
に
て
参
加
申
込

み
受
付
中
で
す
。

　

日
頃
か
ら
体
力
強
化
に
取
り
組

み
、
そ
の
成
果
と
し
て
「
低
い
山
を

登
る
会
」に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。  

　

若
手
委
員
会
で
は
、
各
区
老
連
若

手
委
員
会
組
織
の
確
立
、
若
手
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
「
各
区
老
連
持

ち
回
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
や
毎
年
恒

例
の
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」、

そ
し
て
「
低
い
山
を
登
る
会
」、
若

手
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の

「
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
開
催

し
、「
め
ざ
せ
！　

健
康
長
寿
」
を

合
言
葉
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

６
月
16
日
㈮
に
若
手
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
、
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都

で
開
催
し
ま
し
た
。
各
区
の
新
た
に

若
手
委
員
な
ど
の
役
員
に
な
ら
れ
た

方
及
び
役
員
の
担
い
手
と
な
ら
れ
た

方
62
名
が
参
加
し
、
川
島
若
手
委
員

長
を
講
師
に
「
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
」

「
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
は
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
及
び
市
老
連
田
中
事

務
局
長
を
講
師
に
「
老
人
ク
ラ
ブ
必

携
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
区
老

連
の
垣
根
を
越
え
て
親
睦
と
交
流
が

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
「
区
老
連
持
ち
回
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
熱
中
症
の
危

険
が
伴
う
真
夏
（
7
・
8
月
）
を
除

い
て
開
催
し
、
11
区
老
連
の
若
手
委

員
が
コ
ー
ス
の
設
定
・
下
見
、
当
日

の
運
営
・
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
に
も
す
っ
か
り
定
着
し
、
約
５

㎞
～
７
㎞
の
コ
ー
ス
を
50
代
～
90
代

の
方
が
ご
自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

元
の
人
し
か
知
ら
な
い
コ
ー
ス
や
、

普
段
一
人
で
は
歩
け
な
い
コ
ー
ス
な

ど
は
人
気
で
、
令
和
４
年
度
は
全
９

回
で
延
べ
5
7
0
1
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
に
入
り
、
令
和
５
年
４
月

18
日
㈫
に
は
、「
蹴
上
か
ら
山
科
疏

水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
担
当
：
山
科

区
）
を
開
催
し
、
参
加
者
は
7
4
7

名
で
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
当
日
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
新
緑
の
山
科
疏
水

沿
い
を
ゴ
ー
ル
の
山
科
駅
ま
で
歩
き

ま
し
た
。
５
月
12
日
㈮
「
初
夏
の
鴨

川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
東
山
区
）
の

参
加
者
は
、
6
8
5
名
。
鴨
川
沿
い

の
整
備
さ
れ
た
歩
き
や
す
い
コ
ー
ス

を
北
大
路
橋
か
ら
五
条
大
橋
ま
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
６
月
７

日
㈬
「
高
野
川
河
川
敷
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
の
参
加
者
は
、
6
3
7
名
。
出

町
柳
葵
公
園
を
出
発
し
て
、
高
野
川

沿
い
を
高
野
橋
ま
で
歩
き
、
高
野
橋

か
ら
修
学
院
に
向
っ
て
上
高
野
小
学

校
を
通
り
、
ゴ
ー
ル
の
宝
ヶ
池
公
園

子
ど
も
の
楽
園
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

修
学
院
か
ら
上
高
野
小
学
校
に
向
う

途
中
の
上
り
坂
に
み
な
さ
ん
苦
戦
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

区
老
連
持
ち
回
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
ご
自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て
途

中
リ
タ
イ
ヤ
も
可
能
で
す
。
無
理
に

歩
き
続
け
る
の
は
怪
我
に
つ
な
が
る

た
め
、
水
分
補
給
と
休
憩
を
と
る
こ

と
が
重
要
で
す
が
、
団
体
行
動
で
す

の
で
ゴ
ー
ル
ま
で
歩
か
れ
る
場
合

は
、
列
か
ら
離
れ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
歩
い
て
下
さ
い
。

　
「
低
い
山
を
登
る
会
」
は
、

体
力
づ
く
り
に
よ
り
力
を
入

れ
る
た
め
筋
力
強
化
を
目
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
平
坦
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

だ
け
で
な
く
、
坂
や
階
段
で

足
の
筋
力
を
鍛
え
る
こ
と
が

健
康
長
寿
へ
の
第
１
歩
で

す
。

ー
令
和
５
年
度
低
い
山
を
登

る
会
ー

〇
第
１
回
「
菖
蒲
谷
池
」�

　

４
月
27
日
㈭参

加
者
１
５
７
名

　

嵯
峨
公
園
～
大
覚
寺
～
菖

若
手
委
員
会
事
業
報
告

若
手
委
員
会
事
業
報
告

　

今
年
度
の
女
性
委
員
会
春
の
ハ
イ

キ
ン
グ
は
２
班
に
分
け
て
、
６
月
20

日
㈫
と
22
日
㈭
に
神
戸
市
立
森
林
植

物
園
に
向
か
い
ま
し
た
。
各
区
か
ら

９
６
４
名
（
１
班
４
２
３
名
・
バ
ス

10
台
。
２
班
５
３
９
名
・
バ
ス
14
台
）

と
多
く
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
班
は
好
天
の
も

と
、
ま
た
、
２
班

（
22
日
）
は
梅
雨
ら

し
い
天
気
の
中
で
の

出
発
と
な
り
ま
し
た

が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の

間
は
雨
が
止
み
、
色

鮮
や
か
に
咲
き
誇
る

様
々
な
あ
じ
さ
い
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

神
戸
市
立
森
林
植
物
園
は
、
市
街

地
か
ら
至
近
の
六
甲
山
地
の
一
角

に
、
生
き
た
植
物
本
来
の
姿
を
樹
林

と
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
、
総
面

積
1
4
2
・
6
ha
の
広
大
な
植
物
園

で
す
。「
あ
じ
さ
い
園
」
に
は
25
種

３
５
０
品
種
、
約
５
万
株

が
植
栽
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
、
ヒ
メ
ア
ジ
サ
イ
な

ど
見
頃
に
な
っ
た
あ
じ

さ
い
に
囲
ま
れ
て
、
参
加

者
の
会
話
に
も
花
が
咲

き
、
全
国
旅
行
支
援
も
活

用
で
き
、
楽
し
い
ハ
イ
キ

ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

 

女
性
委
員
会
で
は
秋

に
近
隣
地
で
の
ハ

イ
キ
ン
グ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
自

然
の
中
を
歩
く
こ
と

は
、
身
体
だ
け
で
な
く

心
に
も
良
い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

心
身
の
健
康
の
た
め
に
も
、
是
非
、

誘
い
合
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

女
性
委
員
会
事
業
報
告
　

女
性
委
員
会
事
業
報
告
　
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

6 月左京区担当ウォーキング6月左京区担当ウォーキング

4月山科区担当ウォーキング4月山科区担当ウォーキング

若手リーダー研修会若手リーダー研修会

5月東山区担当ウォーキング5月東山区担当ウォーキング

低い山を登る会第２回天王山低い山を登る会第２回天王山

低い山を登る会低い山を登る会
第１回菖蒲谷池第１回菖蒲谷池
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東山区　コーラス東山区　コーラス

北区　コーラス北区　コーラス

上京区　コーラス上京区　コーラス西京区　コーラス西京区　コーラス中京区　コーラス中京区　コーラス

下京区　レクダンス下京区　レクダンス東山区　レクダンス東山区　レクダンス北区　レクダンス北区　レクダンス

伏見区　銭太鼓伏見区　銭太鼓南区　コーラス南区　コーラス 左京区　三味線と唄左京区　三味線と唄

山科区　レクダンス山科区　レクダンス 伏見区　フォークダンス伏見区　フォークダンス右京区　フォークダンス右京区　フォークダンス

東山区　社交ダンス東山区　社交ダンス 右京区　社交ダンス右京区　社交ダンス中京区　社交ダンス中京区　社交ダンス

下京区　太極拳下京区　太極拳 右京区　盆踊り右京区　盆踊り西京区　リズム体操西京区　リズム体操

　令和 5 年 2 月 10 日㈮、京都市呉竹文化センターにおいて、健康づくり活動発表会を
出演演目９種目、出演者 326 名、スタッフ・観客数含め合計 533 名で開催しました。
　午前の部はコーラスです。6 つの区老連（北・東山・中京・西京・上京・南）が出演され、

「ふるさと」「あの素晴しい愛をもう一度」「上を向いて歩こう」「愛燦燦」など全部で
17 曲が披露されました。ピアノ演奏に合わせて、美しい混声合唱の歌声が会場に響き渡
りました。
　午後の部は順に、三味線と唄（左京）、銭太鼓（伏見）、社交ダンス（東山・中京・右京）、
レクリエーションダンス（北・東山・下京・山科）、フォークダンス（右京・伏見）、太極拳（下
京）、リズム体操（西京）、盆踊り（右京）の 8 種の演目が披露されました。
　どの演目も華やかさやシャープな格好良さもあり、コロナ禍で練習時間や練習会場が限
られる中、発表会に向けて練習に励んでこられたご様子が伝わってくる舞台となりました。
　各区女性委員の方々には会場の準備や運営に多大なご協力を賜り、誠にありがとうご
ざいました。出演者の方からも早速、次回の発表会に向けて、今後も練習を頑張るとい
うお声をいただきました。発表会が健康づくりの励みとなることを願い、次回も多くの方々
のご参加をお待ちしています。

健康づくり活動発表会健康づくり活動発表会
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令
和
4
年
12
月
2
日
㈮
M
K
ボ
ウ
ル
上

賀
茂
に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
す
こ
や
か

ク
ラ
ブ
京
都
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

各
区
老
連
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手

2
1
6
名
が
午
前
・
午
後
の
2
部
に
分
か

れ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
な
か
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

第
1
位
か
ら
第
3
位
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

授
与
し
、
飛
び
賞
、
B
B
賞
等
賞
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
１
月
24
日
㈫
、
大
阪
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
福
祉
財
団
お
よ
び
京
都

市
長
寿
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
共
催

で
、
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都
大
会

議
室
に
お
い
て「
健
康
づ
く
り
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
健
康
経
営
研
究
会
岡
田
邦
夫

先
生
に
よ
る
「
高
齢
者
の
新
し
い

生
活
様
式
～
免
疫
力
と
生
活
習
慣
」

と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
大

阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
福

祉
財
団
健
康
ト
レ
ー

ナ
ー
堀
江
利
恵
先
生

に
手
ぬ
ぐ
い
を
使
っ

た
体
操
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
参
加
者
は

自
身
の
体
力
に
あ
わ

せ
、
無
理
の
な
い
よ

う
に
取
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

６
月
29
日
㈭
、
兵
庫
県
民
会
館
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
近
畿
２
府
４
県
か
ら
各

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
お
よ
び

役
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者
ら
が
集

ま
り
、
京
都
市
か
ら
は
15
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
９
階
の
け
ん
み
ん
ホ
ー

ル
で
始
ま
り
、
参
加
者
一
同
に
よ
る

物
故
者
へ
の
黙
と
う
で
開
会
。
続
い

て
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事
・

近
畿
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
中

村
美
津
子
会
長
の
あ
い
さ
つ
と
来
賓

の
生
安
衛
兵
庫
県
福
祉
部
長
に
よ
る

齋
藤
元
彦
兵
庫
県
知
事
の
祝
辞
代
読

が
あ
り
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

常
務
理
事
の
笹
尾
勝
氏
に
よ
る
「
老

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」

と
題
し
た
基
調
報
告
へ
と
続

き
ま
し
た
。

　

次
に
人
材
養
成
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
浅
見
真
一
氏
に

よ
る
「
人
と
か
か
わ
る
、
人

と
出
会
う
」〈
老
人
ク
ラ
ブ

の
こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら
〉

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
人
間
関
係
の
親
密
度
を

あ
げ
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
″
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
”に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

会
場
の
参
加
者
同
士
で
握
手

や
自
己
紹
介
フ
リ
ッ
プ
な
ど

を
使
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

を
実
践
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
４
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２

つ
の
事
例
発
表
と
意
見
交
換
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
つ
の

テ
ー
マ
は
、
①
老
人
ク
ラ
ブ
の

基
本
的
な
活
動
事
例
、
②
組
織

維
持
・
活
性
化
活
動
事
例
、
③

他
団
体
等
と
の
交
流
事
例
、
④

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
適
応
事
例

で
、
そ
の
④
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、

京
都
市
か
ら
伏
見
区
老
連
の
宮
本
政

義
会
長
に
よ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
リ
モ
ー
ト
会
議
の
開
催
」
の
事
例

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
終
了
後
は
再
び
け
ん
み
ん

ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
閉

会
に
あ
た
り
兵
庫
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
中
村
美
津
子
会
長
の
御
礼
あ

い
さ
つ
と
、
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
橋
本
俊
次
会
長
に
よ
る
次
回

開
催
地
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
近
畿
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
の
野
口
一
郎
副
会
長
が
閉
会
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
令
和
５
年
度
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

体
育
委
員
会
事
業
報
告

体
育
委
員
会
事
業
報
告　　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会優　勝　寺島　達郎（南）　　475点 (20 点 )

準優勝　西村　和子（南）　　414点 (50 点 )
第 3位　篠田ひろみ（右京）　374点 (40 点 )
第４位　近藤　尚典（上京）　375点 (20 点 )
第５位　伊藤　忠弘（西京）　375点 (20 点 )

※（）内はハンディキャップ

大会結果 ※敬称略

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度健

康
づ
く
り
教
室

健
康
づ
く
り
教
室

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

すこやかクラブ京都から参加した皆さんすこやかクラブ京都から参加した皆さん

事例発表をする事例発表をする
伏見区老連・宮本会長伏見区老連・宮本会長
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清
流
の
川
面
を
そ
め
る
花
吹
雪

（
北
区
・
鳳
徳
学
区
）
池
上
　
　
修

　
脳
と
れ
は
体
操
よ
り
も
や
や
こ
し
い

（
北
区
・
楽
只
学
区
）
井
上
　
愛
子

苦
難
越
え
家
族
笑
顔
で
万
歳
ネ

（
北
区
・
楽
只
学
区
）
福
田
　
邦
江

夏
鳥
が
水
浴
び
を
す
る
手て

う
ず
ば
ち

洗
鉢

（
北
区
・
楽
只
学
区
）
増
田
　
カ
ツ

起
き
抜
け
の
熱
き
コ
ー
ヒ
ー
涼
新
た

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
浅
野
　
一
恵

春
泥
に
花
輪
の
脚
と
僧
の
足

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
古
澤
夕
起
子

ひ
ま
わ
り
の
咲
く
頃
な
り
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ

（
上
京
区
・
仁
和
学
区
）
藤
北
　
惠
子

曲
が
る
背
や
反そ

る
ス
ト
レ
ッ
チ
秋
の
空

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
玉
城
　
綾
女

海
岸
の
パ
ラ
ソ
ル
賑に
ぎ
わ

し
人
の
波

（
左
京
区
・
修
学
院
第
１
学
区
）
上
田
　
富
子

花
嫁
の
桜さ

く
ら
も
ん
よ
う

文
様
衣
裳
替
え

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
三
好
　
幸
子

ラ
イ
セ
ン
ス
は
空
飛
ぶ
車
鯉こ
い
の
ぼ
り幟

（
左
京
区
・
北
白
川
学
区
）
吉
村
紀
代
子

人
混
み
の
錦に
し
き
い
ち
ば

市
場
の
春
の
昼

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
村
尾
　
和
子

編
み
笠
に
思
ひ
を
秘
め
し
風
の
盆

新
涼
の
旅
の
景
色
や
子
の
メ
ー
ル

（
東
山
区
・
六
原
学
区
）
山
﨑
　
妙
子

梅
雨
晴
間
古
刹
め
ぐ
り
や
一
人
旅

（
山
科
区
・
安
朱
学
区
）
宮
川
　
晃
子

新
緑
に
溶
け
居
て
啼
く
雨
蛙

（
山
科
区
・
百
々
学
区
）
吉
田
　
文
彦

も
て
な
し
の
一
つ
も
な
く
て
雛ひ
な

し
ま
う

（
山
科
区
・
安
朱
学
区
）
山
口
千
鶴
子

肝
だ
め
し
怖
い
あ
の
日
に
戻
り
た
し

夕
立
や
滝
の
白し

ら
い
と糸

我
が
住す

ま

い

白
寿
な
り
春
を
迎
え
て
ケ
ー
キ
に
吐
息

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
菱
田
　
佳
一

三
味
線
の
稽
古
中
な
り
夏
座
敷

（
南
区
・
唐
橋
学
区
）
大
薮
眞
左
子

藤ふ
じ
だ
な棚
に
木
漏
れ
日
香
る
午
後
の
季と

き節

（
南
区
・
陶
化
学
区
）
木
下
　
勝
行

松し
ょ
う
か
ど
う

花
堂
苔
む
す
庭
や
赤
き
の
こ

（
右
京
区
・
花
園
学
区
）
青
嶋
と
し
ゑ

稲
を
刈
る
母
に
下
校
の
子
が
寄
れ
り

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
）
谷
口
　
春
子

精
一
杯
リ
ボ
ン
の
靴
や
青
葉
風

（
伏
見
区
・
醍
醐
学
区
）
岡
本
登
志
子

カ
チ
カ
チ
と
亡
き
人
を
偲
び
つ
つ
真
心
込
め

て
編
し
組
紐

　

人
と
人
と
の
心
結
び
し

（
北
区
・
楽
只
学
区
）
中
西
い
つ
子

年
老
い
て
鏡
覗の
ぞ

け
ば
ふ
と
詫わ

び
し

　

余
り
の
シ
ワ
に
心
淋
し
く

（
北
区
・
楽
只
学
区
）
黒
田
　
秋
江

こ
の
娘
夕
暮
れ
な
ど
寂
し
く
な
い
と

　

ス
マ
ホ
見
な
が
ら
吾
に
云
う
な
り

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
元
持
　
完
二

さ
び
し
き
は
雨
の
降
る
音
は
は
か
な
き
に

　

い
ま
我
に
亡
き
友
の
面
影

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
河
井
　
克
彦

通
院
と
薬
数
よ
む
夫つ
ま

の
日ひ

び日

　

今
日
は
「
父
の
日
」
美
酒
届
き
た
る

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
宮
﨑
　
君
子

な
つ
か
し
き
「
こ
の
道
」
母
と
く
り
返
し

　

唱
ひ
し
か
の
日
今
日
も
忘
れ
ず

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
岩
佐
美
惠
子

身
は
は
や
る
葵
祭
や
コ
ロ
ナ
禍
に

　

再
会
嬉
し
友
待
つ
老
い
は

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
齋
尾
加
津
子

日
常
を
う
た
い
続
け
て
い
く
と
せ
か

　

令
和
の
春
に
母
の
歳
超
ゆ

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
矢
野
　
都
子

初
産
に
手
製
甘
酒
ロ
ー
カ
ル
を

　

乗
り
継
い
で
き
し
母
の
面
影

（
東
山
区
・
新
道
学
区
）
高
松
　
勝
子

マ
ス
ク
と
り
キ
ツ
ネ
面
つ
け
修し
ゅ
う
り
ょ
せ
い

旅
生

　

ス
キ
ッ
プ
軽
や
か
二
年
坂
往ゆ

く

（
東
山
区
・
清
水
学
区
）
杉
原
　
和
之

一
歩
づ
つ
歩
む
吾
が
子
を
見
守
り
つ

　

青
葉
の
中
に
紅
も
み
じ
見
る

（
東
山
区
・
清
水
学
区
）
大
井
　
秀
民

新
緑
と
宇
治
の
流
れ
の
深
み
ど
り

　

陽
に
き
ら
め
き
て
緑
の
競
演

（
山
科
区
・
山
階
学
区
）
西
田
冨
美
代

う
ぐ
い
す
の
啼
く
声
聞
い
て
談
笑
す

　

親
や
子
や
と
か
歌
唱
力
と
か

（
山
科
区
・
山
階
学
区
）
大
野
木
雅
敏

鼻
歌
で
枝
豆
茹
で
つ
つ
赤
と
ん
ぼ

　

我
が
故ふ
る
さ
と郷
は
遠
く
に
な
り
て

舗
装
さ
れ
水
が
欲
し
い
と
下
で
泣
く

　

土
の
涙
に
芽
吹
や
双ふ

た
ば葉

糸
垂た
ら

す
揺
れ
る
穂
先
に
赤
ト
ン
ボ

　

夕
暮
近
し
ま
だ
坊
主
な
り

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
菱
田
　
佳
一

秋
の
夜
は
弓ゆ

み
は
り
づ
き

張
月
に
道
白
く

　

中ち
ゅ
う
ぐ
う
じ

宮
司
へ
は
も
う
直す

ぐ
と
い
ふ

（
南
区
・
上
鳥
羽
学
区
）
田
中
　
詔
夫

青あ
お
に
か
い

仁
会
糸
探
り
し
て
針
仕
事

　

来ら
い
は
る春
の
夢
幟の
ぼ

り
に
馳は

せ
る

（
南
区
・
上
鳥
羽
学
区
）
長
谷
川
千
恵
子

補
聴
器
を
付
け
れ
ば
途
端
蝉
し
ぐ
れ

　

い
の
ち
の
音
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る

（
右
京
区
・
北
梅
津
学
区
）
宇
都
宮
壮
一

背
を
の
ば
し
ス
テ
ッ
プ
ふ
ん
で
し
な
や
か
に

　

ペ
ア
ー
の
味
に
よ
い
し
れ
る
か
な

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
）
北
村
　
秀
子

花
冷
え
を
許
し
て
あ
げ
る
豆
ご
は
ん

（
北
区
・
楽
只
学
区
）
山
本
　
早
苗

雲ひ
ば
り雀

で
も
唄
を
忘
れ
て
即
烏か

ら
す

（
北
区
・
紫
野
学
区
）
佐
々
木
亀
三
郎

制
限
制
限
制
限
と
肥
満
に
ド
ク
タ
ー

輪り
ん
ね
て
ん
し
ょ
う

廻
転
生
や
っ
ぱ
り
京
都
に
生
ま
れ
て
る

（
左
京
区
・
養
徳
学
区
）
杉
浦
多
津
子

母
眠
る
看み
と
り護
の
み
手
に
ま
も
ら
れ
て

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
三
好
　
幸
子

誉
め
ら
れ
て
有
頂
天
に
は
要
注
意

よ
く
や
る
ね
時
間
あ
げ
た
い
親
父
さ
ん

（
左
京
区
・
修
学
院
第
２
学
区
）
嶋
　
健
之
祐

数
独
を
楽
し
み
期
待
の
日
曜
版

（
左
京
区
・
吉
田
学
区
）
三
上
富
美
子

マ
ス
ク
剥と

れ
素
顔
新
た
に
再
発
見

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
村
尾
　
典
雄

詐
欺
め
い
た
電
話
黙
っ
て
受
話
器
置
く

（
東
山
区
・
今
熊
野
学
区
）
武
内
　
幸
子

夕
刊
は
明
日
朝
刊
予
告
編

（
東
山
区
・
修
道
学
区
）
西
村
　
忠
雄

病
窓
よ
り
薫
風
神
様
先
生
有
難
う

（
山
科
区
・
百
々
学
区
）
樫
木
寿
美
子

鬼
嫁
の
ケ
イ
タ
イ
画
面
俺
の
顔

鬼
嫁
が
優
し
く
成
れ
ば
俺
近
い

鬼
嫁
に
料
理
酒し

ゅ
か
ん燗

し
て
怒
鳴
ら
れ
る

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
菱
田
　
佳
一

同
窓
の
友
と
語
れ
ば
若
き
日
々
色
彩
か
に
甦

り
け
り

（
南
区
・
久
世
学
区
）
慶
澤
　
　
香

マ
ス
ク
よ
り
オ
ム
ツ
が
先
よ
高
齢
者

（
南
区
・
九
条
学
区
）
西
川
　
絋
司

な
く
な
っ
て
初
め
て
気
が
つ
く
貴
重
品

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
）
北
村
　
秀
子

老
い
て
知
る
一
筋
縄
で
は
い
か
ぬ
生せ
い

（
右
京
区
・
花
園
学
区
）
井
坪
　
フ
ミ
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★
南
紀
勝
浦
か
ら
太
平
洋
岸
へ

奇
岩
怪
石
の
名
所
め
ぐ
り

　

世
界
遺
産
巡
り
と
名
づ
け
て
那

智
勝
浦
温
泉
か
ら
太
平
洋
を
臨
む

紀
伊
半
島
へ
の
一
泊
旅
行
に
参
加

し
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
43
名
の
参

加
者
を
乗
せ
、
名
神
・
新
名
神
・

伊
勢
道
と
た
ど
り
一
路
南
紀
方
面

へ
。
ま
ず
は
鬼
ケ
城
か
ら
観
光
開

始
、
太
平
洋
の
荒
波
に
浸
食
を
受

け
て
出
来
上
が
っ
た
志
摩
半
島
か

ら
続
く
リ
ア
ス
式
海
岸
の
最
南
端

で
す
。
主
に
凝
灰
岩
で
創
り
上
げ

ら
れ
た
こ
の
一
帯
は
２
０
０
４
年

に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
場
所
で
す
。
平
安
時
代
に

こ
の
辺
り
を
根
城
に
し
た
鬼
の
よ

う
な
海
賊
を
、
時
の
将
軍
の
命
を

受
け
た
坂
上
田
村
麻
呂
が
退
治
し

た
と
の
伝
説
に
因
み
鬼
の
岩
屋
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
が
後
に
鬼
ケ

城
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
事
で
す
。
奇
岩
怪
石
の
景
色

を
充
分
堪
能
し
た
後
、
次
の
熊
野

那
智
大
社
・
青
岸
渡
寺
へ
と
向
い

４
６
７
段
あ
る
と
さ
れ
る
石
段
を

休
み
休
み
、
な
ん
と
か
登
っ
た
那

智
大
社
か
ら
は
、
谷
ま
た
ぎ
に
少

し
見
下
ろ
す
ぐ
ら
い
の
角
度
で
、

ま
っ
す
ぐ
流
れ
落
ち
る
那
智
の
滝

と
朱
色
も
鮮
や
か
な
三
重
塔
が
見

え
ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ッ
ト
は
勝
浦

で
の
一
番
の
撮
影
ア
ン
グ
ル
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
宿
泊
は
勝
浦

温
泉
で
行
わ
れ
久
々
の
カ
ラ
オ
ケ

に
歌
好
き
の
皆
さ
ん
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
一
夜
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。
翌
日
は
橋
杭
岩
や
千
畳
敷
の

観
光
で
し
た
が
、
千
畳
敷
で
は
強

風
の
為
集
合
写
真
の
撮
影
が
出
来

ず
少
し
残
念
で
し
た
。
今
回
も
旅

行
支
援
が
適
用
さ
れ
、
後
日
に
返

金
さ
れ
て
皆
さ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

（
広
報
委
員
長
　
今
道
　
信
男
）

★
４
年
ぶ
り
の
総
会
開
催
で

新
会
長
選
出

　

小
雨
降
る
５
月
19
日
、
上
京
区

役
所
４
Ｆ
の
集
会
所
で
４
年
ぶ
り

に
総
会
を
開
い
た
。

　

会
場
確
保
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
症
法
の
分
類
が
５
類
に
引
き

下
が
る
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た

の
で
、
30
名
程
度
の
入
場
と
い
う

条
件
が
付
さ
れ
、
17
学
区
の
代
表

プ
ラ
ス
１
名
程
度
の
参
加
と
な
っ

た
。

　

総
会
は
、
上
京
区
役
所
小
西
謙

一
郎
副
区
長
並
び
に
、
市
老
連
田

中
均
常
務
理
事
を
招
い
て
午
前
10

時
に
ス
タ
ー
ト
。
来
賓
の
ご
あ
い

さ
つ
後
、
議
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
し
、
第
１
号
議
案
決
算
・
予
算
、

第
２
号
議
案
で
会
長
の
改
選
を
全

員
一
致
で
採
択
し
た
。

　

新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
関
弘
武

（
せ
き
ひ
ろ
む
）
氏
は
60
歳
。
就

任
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
積
極
的
に
起
こ
し
て
い

き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

上
老
連
の
会
員
は
、
こ
の
３
年

間
で
１
０
０
０
人
以
上
減
少
。
令

和
５
年
度
は
５
０
０
０
人
を
割
り

込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
大
き
な
課

題
に
立
ち
向
か
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

新
会
長
に
、
期
待
が
寄
せ
ら
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
）

区
老
連
事
業
報
告

南
区
南
区

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】

老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）
【老人クラブ賠償責任保険】

施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2023年7月15日～9月15日まで
2024年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2023年3月作成　22TC-102744

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2023年
2024年

2023年
2024年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ

上
京
区

上
京
区
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★
心
に
残
っ
た
『
歩
こ
う
会
』

…
世
界
遺
産

古
き
が
ゆ
え
に
貴
か
ら
ず
…

　

６
月
歩
こ
う
会
の
朝
、
皆
が

集
ま
る
の
を
仁
和
寺
境
内
で

待
っ
て
お
り
ま
し
た
。
参
拝
客

で
賑
わ
う
参
道
も
こ
の
時

間
帯
は
人
影
も
ま
ば
ら

で
、
熊
手
を
引
い
た
寺

男
が
１
人
、
広
い
砂
利

道
を
な
ら
し
て
お
り
ま
す
。
き

れ
い
な
筋
目
が
一
面
に
広
が
っ

た
頃
合
い
に
、
前
を
通
る
彼
に

声
を
掛
け
ま
し
た
。「
間
も
な

く
仲
間
が
集
ま
り
、
せ
っ
か
く

の
筋
目
を
踏
み
荒
ら
し
て
し
ま

い
ま
す
」。
と
こ
ろ
が
こ
の
人

物
「
踏
ん
で
も
ら
う
た
め
に
な

ら
し
て
お
る
の
で

す
」
と
事
も

な
げ
に
申
し

て
、
再
び

作
業
を
続
け

ま
し
た
。
少

し
た
っ
て
仲
間

が
集
ま
っ
て
き
ま

し
た
が
、こ
の
後
始
ま
る

『
歩
こ
う
会
』
が
、
す
が
す
が

し
い
一
日
と
な
っ
た
の
は
言
う

に
及
び
ま
せ
ん
。

　

ご
存
じ
兼
好
法
師
の
『
徒
然

草
』、
仁
和
寺
の
僧
を
取
り
上

げ
た
段
で
は
、
寺
の
不
名
誉
と

も
取
れ
る
逸
話
が
語
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
師
が
７
０
０
年
後
の

今
朝
の
光
景
を
知
っ
た
な
ら
、

こ
う
追
記
し
た
に
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
。「
さ
す
が
に
世
界
遺

産
仁
和
寺
、
仏
の
教
え
が
下
位

の
者
に
ま
で
息
づ
い
て
い
る
」

　

下
京
若
手
委
員
会
主
催
の
月

例
『
歩
こ
う
会
』
は
、
年
間
を

通
し
て
多
く
は
市
内
の
寺
社
め

ぐ
り
コ
ー
ス
で
す
。
ま
た
昨
今

の
京
都
ブ
ー
ム
、
観
光
ル
ー
ト

に
重
な
ら
な
い
コ
ー
ス
設
定
で

混
雑
回
避
を
図
っ
て
お
り
、
そ

れ
が
参
加
者
に
と
っ
て
新
鮮
で

あ
り
、
時
に
は
感
動
に
出
会
う

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

区
役
所
の
地
域
情
報
サ
イ
ト

で
『
歩
こ
う
会
』
チ
ラ
シ
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
永
松
　
潤
一
）

★
４
年
ぶ
り
の
芸
能
祭

満
席
！　

熱
唱
！　

熱
演
！

　

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
て
き

た
２
月
27
日
に
「
す
こ
や

か
山
科
芸
能
祭
」
が
４
年

ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。                   

　

会
場
の
山
科
区
・
東
部
文
化

会
館
は
、
座
席
数
５
５
０
の
地

域
最
大
の
収
容
規
模
を
有
し
、

照
明
と
音
響
も
本
格
的
な
装
置

を
完
備
す
る
施
設
で
す
。

　

３
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り

来
場
者
数
を
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
開
場
前
か
ら
ロ
ビ
ー
に

人
び
と
が
集
ま
り
だ
し
、
開
演

時
に
は
ほ
ぼ
満
席
に
。

　

演
歌
、
民
謡
、
舞
踊
、
コ
ー

ラ
ス
、ダ
ン
ス
な
ど
に
、マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ウ
と
ア
ン
デ
ス
音
楽
演

奏
が
初
登
場
し
、
３
時
間
半
に

わ
た
り
全
30
演
目
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
久
し
ぶ
り
に
華
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
に
接
し
感
激
」
と
来
場

者
。「
練
習
不
足
で
心
配
で
し

た
が
何
と
か
皆
と
一
緒
に
出
来

て
良
か
っ
た
」
と
出
演
者
。

　

鮮
や
か
な
照
明
と
奥
行
き
の

あ
る
音
響
効
果
の
も
と
晴
れ
の

舞
台
で
練
習
の
成
果
を
披
露
す

る
同
世
代
の
熱
演
に
、
客
席
か

ら
応
援
の
掛
け
声
が
飛
び
交

い
、
会
場
は
止
ま
な
い
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。（

広
報
　
渡
辺
）

★
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催

　

５
月
12
日
㈮
に
第
47
回
定
期

総
会
を
終
え
、
５
月
18
日
㈭
に

令
和
5
年
度
区
老
連
最
初
の
行

事
で
あ
る
、「
第
31
回
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
小
畑

川
中
央
公
園
グ
ラ
ン
ド
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
１
３
９
名

の
申
込
の
中
、
当
日
参
加
は

１
２
９
名
（
男
性
79
名
・
女
性

50
名
）、
3
コ
ー
ト
に
分
か
れ

3
ゲ
ー
ム
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
各
学
区
の
ク
ラ

ブ
活
動
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
は
人
気
が
あ
り
、
何
処
の
ク

ラ
ブ
も
週
１
回
以
上
の
ペ
ー
ス

で
楽
し
ん
で
い
る
の
で
、
熟
練

の
技
（
距
離
感
）
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
3
つ
以
上
の
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
優
勝
の
条
件
と
な
り

ま
し
た
。
薄
曇
り
の
中
で
も
気

温
は
高
く
、
こ
ま
め
な
水
分
補

給
で
熱
中
症
対
策
を
ゲ
ー
ム
の

間
呼
び
か
け
た
も
の
の
、
終
了

近
く
打
順
待
ち
の
参
加
者
が
倒

れ
、
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
で
は
処
置
や
精
密
検
査
を

受
け
た
結
果
、
大
事
に
は
至
ら

ず
安
心
し
ま
し
た
。
救
急
搬
送

に
よ
り
、
こ
れ
以
上
ゲ
ー
ム
は

無
理
と
判
断
し
、
成
績
を
ま
と

め
る
間
の
楽
し
み
に
し
て
い
る

「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
合
戦
」
も

中
止
と
し
ま
し
た
。
賞
品
は
い

つ
も
の
通
り
、｢

指
定
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
賞
・
す
こ
や
か
賞

（
90
歳
以
上
）･

グ
ル
ー
プ
賞

｣

な
ど
持
ち
帰
っ
て
頂
き
ま
し

た
。成
績
は
以
下
の
通
り
で
す
、

男
子
30
位
、
女
子
18
位
ま
で
、

10
月
3
日
㈫･

４
日
㈬
の
市
老

連
大
会
に
出
場
頂
き
ま
す
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

◆
大
会
結
果　

※
敬
称
略

【
男
子
の
部
】

優　

勝
：
橋
本　

周
明
48
点

　
　
　
　
　

／
３
Ｈ
（
福
西
）

準
優
勝
：
石
田　

元
一
48
点

　
　
　
　
　

／
２
Ｈ
（
松
尾
）

３　

位
：
小
峠　

茂
生
50
点

　
　
　
　
　

／
３
Ｈ
（
樫
原
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝
：
武
長　

惇
子
44
点

　
　
　
　
　

／
３
Ｈ
（
松
尾
）

準
優
勝
：
徳
田　

秀
子
53
点

　
　
　
　
　

／
１
Ｈ
（
新
林
）

３　

位
：
岩
崎　

悦
子
55
点

　
　
　
　
　

／
２
Ｈ
（
松
尾
）

（
会
長
　
前
田
　
照
彦
）

山
科
区

山
科
区

下
京
区

下
京
区

西
京
区

西
京
区

※このQRコード
を読取りスマホ
やPCで見ること
もできます。
（下京地域情報サイトの各種
団体等掲示板でシルバークラ
ブを検索）
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★
伏
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

秋
季
大
会

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
伏
見
秋
季
大

会
が
10
月
21
日
㈮
ホ
テ
ル
京
都
エ

ミ
ナ
ー
ス
に
て
、
３
年
ぶ
り
に
開

催
致
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
が
終
息
に
向
か
い
つ
つ
の

中
で
の
開
催
で
何
か
と
規
制
の
あ

る
な
か
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
、
人
数
制
限

の
中
60
名
参
加
頂
き
ま
し
た
。

◆
第
1
部　

式
典

【
行
政
よ
り
】

伏
見
区
長　
　
　

山
本
ひ
と
み
様

伏
見
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

村
重　

克
典
様

伏
見
深
草
支
所
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
長　

和
田　

幸
司
様

伏
見
醍
醐
支
所
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
長　

池
部　

宏
行
様

市
老
連
常
務
理
事　

田
中　
　

均
様

各
氏
の
ご
臨
席
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

◆�

第
2
部　

表
彰
式
・
親
睦
会

感
謝
状
（
2
団
体
）、
功
績
表
彰

（
2
名
）、永
年
勤
続
表
彰（
6
名
）、

業
績
表
彰
（
15
名
）、
篤
行
表
彰

（
25
名
）
以
上
2
団
体
48
名

　

伏
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

単
位
ク
ラ
ブ
に
お
き
ま
し
て
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
、表
彰
状
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
親
睦
会
が
始
ま
り
、
3

年
前
に
比
べ
る
と
少
し
寂
し
い
気

持
ち
で
し
た
が
宴
会
が
始
ま
る
と
、

歌
い
、
踊
り
、
笑
い
、
時
間
の
過

ぎ
る
の
を
忘
れ
て
参
加
者
全
員
楽

し
み
な
が
ら
終
了
し
ま
し
た
。

　

５
年
度
の
秋
季
大
会
に
は
、
コ

ロ
ナ
前
の
２
０
０
名
の
参
加
に
戻

れ
る
様
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
き
コ
ロ
ナ
前
の
大
会
の
よ
う
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
事
務
局
長
　
中
西
　
　
昇
）

★
遠
出
の
ウ
ォ
―
キ
ン
グ

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
右
京
若
手

委
員
会
企
画
の
「
す
こ
し
遠
出

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
近
江
八
幡

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
令
和
５
年
３

月
17
日
に
１
０
５
名
の
参
加
者
で

行
い
ま
し
た
。

　

桜
に
は
少
し
早
い
時
期
で
し
た

が
、
午
前
９
時
40
分
に
Ｊ
Ｒ
京
都

駅
に
集
合
し
、
近
江
八
幡
駅
か
ら

八
幡
堀
遊
歩
道
を
通
り
、
日
牟
禮

八
幡
宮
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
こ

こ
か
ら
約
４
時
間
の
自
由
行
動

で
、
各
参
加
者
が
選
ん
だ
コ
ー
ス

を
散
策
し
、
観
光
や
食
事
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
展
望
コ
ー
ス=

ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
で
八
幡
山(

２
７
１
ｍ)

に
登

り
琵
琶
湖
を
展
望

②
ラ
コ
リ
ー
ナ=

ユ
ニ
ー
ク
な

草
屋
根
の
建
物
が
話
題
の
お

菓
子
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

③
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス=

八

幡
堀
や
近
江
商
人
の
古
い
町

並
み
等
を
散
策
。

　

全
て
の
コ
ー
ス
を
巡
っ
た

り
、
歩
い
て
山
を
登
る
な
ど

元
気
な
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
疲
れ
れ
ば
バ
ス
で

移
動
す
る
こ
と
も
出
来
、
各

人
の
体
力
に
応
じ
た
楽
し
み

方
が
出
来
る
企
画
で
し
た
。

　

今
後
も
歩
く
こ
と
が
目
的

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
な

く
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
観

光
や
食
事
や
買
い
物
を
楽
し
み
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
い
つ
も

以
上
に
長
く
歩
こ
と
が
出
来
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
積
極
的
に
企
画

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。（

若
手
委
員
会
　
高
橋
　
　
章
）

伏
見
区

伏
見
区

右
京
区

右
京
区
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★
躍
進
す
る
歴
史
サ
ー
ク
ル

第
２
弾
・
舟
岡
山

　
「
ワ
ァ
ー
イ
！
」「
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
早

く
、
早
く
～
。」

　

今
日
も
舟
岡
山
か
ら
聞
こ
え
る

声
、
声
…
。

　

多
数
の
園
児
と
御
両
親
が
に
ぎ
や

か
に
集
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
舟
岡

公
園
は
、
子
供
達
の
遊
び
場
、
大

人
に
と
っ
て
も
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
楽
し
い
広
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
育
っ
た
頃
（
約
半
世
紀
以
上

前
）、
祖
父
が
時
々
朝
、
町
内
の
人

と
一
緒
に
ノ
コ
ギ
リ
や
縄
を
持
っ
て

舟
岡
山
へ
行
き
、
首
吊
り
が
あ
っ
た

木
の
枝
を
伐
採
し
て
い
ま

し
た
。
又
、
私
が
舟
岡
山

へ
行
く
と
言
う
と
“
子
取

り
”
が
で
る
か
ら
行
っ
て

は
ダ
メ
の
一
言
で
し
た
。

今
そ
の
グ
ラ
ン
ド
は
、
十

数
年
前
か
ら
毎
朝
ラ
ジ
オ

体
操
を
行
っ
て
お
り
、
健

康
広
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
日
は
朝
か
ら
園
児
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
舟
岡
山
を
見

学
し
て
回
り
ま
し
た
。“
あ

か
ね
さ
す
紫
野
行
き
標
野

行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が

袖
振
る
” 

ま
る
で
平
安
時

代
の
貴
族
に
で
も
な
っ
た

よ
う
な
気
分
で
歩
き
ま
し

た
。
で
も
、
こ
こ
か
し
こ
に
応
仁
の

乱
の
塹
壕
跡
や
首
切
場
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
美
し
い
よ
だ
れ
か
け
を

つ
け
、
お
茶
碗
を
前
に
し
て
、
座
っ

て
お
ら
れ
る
石
仏
の
姿
に
は
、
心
な

ご
む
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
頂
上
付
近
ま
で
登
る
と
、

旧
ラ
ジ
オ
塔
や
頂
上
の
三
角
点
、
旧

国
旗
掲
揚
塔
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、重
要
な
磐
座（
い
わ
く
ら
）と
、

遠
く
に
見
え
る
甘
南
備
山
（
京
田
辺

市
）
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
に
、
朱
雀
大
路

が
で
き
た
と
の
事
で
す
。
確
か
に
頑

丈
な
岩
々
が
あ
り
感
動
し
ま
し
た
。

　

次
に
建
勲
（
た
け
い
さ
お
）
神
社

の
方
に
行
く
と
比
叡
山
が
一
望
で

き
、
見
事
な
風
景
で
し
た
。
神
社
の

御
門
は
他
所
と
違
い
、
東
の
方
向
を

向
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
歴
史

を
感
じ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
金
澤
　 

公
明
）

★
健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り

●
令
和
４
年
11
月
16
日
㈬
「
早
期
発

見　

大
腸
が
ん
に
つ
い
て
」
洛
和
会

丸
太
町
病
院
外
科
部
長
内
山
先
生
に

よ
る
、勉
強
に
な
る
講
演
会
で
し
た
。

元
教
業
小
学
校
会
議
室
に
は
、
70
名

の
参
加
者
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

元
気
で
長
寿
の
秘
訣
は
、
仲
間
づ
く

り
と
美
味
し
い
お
食
事
と
毎
年
の
検

診
で
、「
早
期
発
見
」
で
す
。
検
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
令
和
５
年
２
月
４
日
㈯
「
親
睦
の

集
い
」
を
京
都
ア
ス
ニ
ー
で
開
催
。

　

単
位
会
長
や
副
会
長
の
方
１
１
０

名
が
参
加
。
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

中
京
警
察
交
通
課
「
宇
畑
巡
査
部
長

と
け
ん
ち
ゃ
ん
」
掛
け
合
い
の
腹
話

術
で
、
交
通
安
全
の
お
勉
強
を
学
び

ま
し
た
。
続
い
て
、
各
学
区
長
に
よ

る
ス
ピ
ー
チ
で
す
。
続
い
て
、
年
間

を
通
じ
て
活
動
さ
れ
た
方
11
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
ビ
ン

ゴ
ー
ゲ
ー
ム
、
全
員
が
景
品
を
ゲ
ッ

ト
。
楽
し
い
一
日
で

し
た
。

●
２
月
８
日
㈫
「
恵

方
詣
」。
豊
国
神
社

出
発
し
、
恵
美
須
神

社
二
の
鳥
居
で
投
げ

銭
の
運
だ
め
し
。
八

坂
神
社
で
お
参
り
を

し
、
終
点
の

円
山
公
園
。

お
弁
当
も
と

て
も
美
味
し

く
、
皆
の
笑

顔
が
素
敵
で

し
た
。

●
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ

れ
た
市
老

連
の
「
作
品

展
」。
出
展
作
品
数
３
０
６

点
、
出
展
者
数
１
８
９
名
。

力
作
ば
か
り
で
感
動
。
中

老
連
の
会
員
の
来
場
者
に

３
作
品
の
「
投
票
賞
」
を

記
入
し
て
頂
き
、
ガ
ラ
ガ

ラ
抽
選
会
で
粗
品
を
進
呈
。

投
票
数
の
多
か
っ
た
20
作

品
と
お
名
前
を
公
表
。

　

中
老
連
で
は
、
毎
月
「
月
刊
紙
」

を
発
行
し
、
色
ん
な
行
事
や
情
報
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
小
林
　
　
清
）

中
京
区

中
京
区

北
区
北
区

広告にご協賛いただいた皆さまへ

　この度は、広報紙「すこやかクラブ京都」に広告のご協
賛を賜り、誠にありがとうございました。今後もよりよい
紙面づくりを目指し頑張ってまいります
ので、末永きご支援のほどよろしくお願
い致します。

すこやかクラブ京都
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★
研
修
委
員
会　

研
修
旅
行

　

9
月
28
日
、
研
修
委
員
会

の
日
帰
り
旅
行
が
朝
８
時
15

分
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
４

か
所
の
集
合
場
所
、
皆
様
時

間
厳
守
で
集
ま
り
、
計
画
通

り
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

旅
行
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
で
、

お
茶
と
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
用

意
し
て
も
ら
い
委
員
長
の
挨

拶
、
暑
く
も
無
く
寒
く
も
な

く
雨
も
降
ら
ず
に
快
適
な
日

和
で
、
皆
様
方
の
日
ご
ろ
の

行
い
の
良
さ
が
反
映
す
る
一

日
で
し
た
。

　

最
初
に
平
等
院
鳳
凰
堂
に

よ
り
、
本
堂
に
お
参
り
し
て

本
尊
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
雲

中
供
養
菩
薩
像
52
躯
９
通
り

の
来
迎
を
画
い
た
壁
屏
画
な

ど
、
極
楽
浄
土
に
入
り
気
分

に
浸
り
ま
し
た
。
平
等
院
の

前
で
記
念
写
真
を
一
枚
。

　

お
昼
に
は
黄
桜
カ
ッ
パ
カ

ン
ト
リ
ー
で
昼
食
を
頂
き
、

せ
っ
か
く
黄
桜
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
来
て
い
る
の
に
、
一
杯

も
な
く
後
ろ
髪
を
引
か
れ
な

が
ら
も
、
十
石
船
の
乗
船
場

ま
で
徒
歩
で
行
き
、
船
を
待

ち
な
が
ら
疎
水
の
異
空
間
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

十
石
船
は
豊
臣
秀
吉
が
伏

見
城
を
築
城
の
時
、
伏
見
に

港
を
造
り
大
阪
か
ら
の
流
通

を
盛
ん
に
し
て
、
城
下
町
を

作
っ
た
。
乗
船
中
の
途
中
に

坂
本
龍
馬
と
そ
の
妻
お
り
ょ

う
の
日
本
で
最
初
の
新
婚
旅

行
に
霧
島
に
行
く
姿
銅
像
が

あ
り
、
ま
た
高
瀬
川
の
終
点

の
河
口
が
あ
り
と
、
地
上
か

ら
で
は
見
え
な
い
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

三
栖
閘
門
の
博
物
館
を
見

学
し
て
閘
門
の
仕
組
み
を
小

さ
な
模
型
の
船
を
使
っ
て
解

り
や
す
く
説
明
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

１
日
楽
し
い
時
間
と
地
上

か
ら
で
は
見
え
な
か
っ
た
も

の
に
気
づ
か
さ
れ
て
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
来
年

も
研
修
委
員
会
で
企
画
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　（
研
修
委
員
長佐

々
木
千
景
）

左
京
区

左
京
区

★
奉
仕
活
動
委
員
会
の

年
間
行
事
の
取
り
組
み

　

東
山
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
奉
仕
活
動
委
員
会
の

年
中
行
事
と
し
て
毎
年
2

回
、
春
秋
に
区
内
の
清
掃
奉

仕
活
動
を
過
去
10
年
以
上
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

秋
は
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
前

に
、
春
は
桜
の
開
花
前
に
清

掃
奉
仕
活
動
を
行
う
の
で

す
。
毎
回
60
名
程
の
会
員
が

参
加
し
ま
す
。
清
掃
区
域
と

し
て
知
恩
院
・
八
坂
神
社
で

有
名
な
祇
園
石
段
下
か
ら
、

円
山
公
園
域
を
。
清
水
寺
門

前
か
ら
八
坂
の
塔
、
二
寧
坂

か
ら
産
寧
坂
一
帯
と
、
日
本

を
代
表
す
る
有
名
観
光
地
一

帯
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
、
吸
い

殻
等
を
回
収
す
る
の
で
す
。

令
和
３
年
ま
で
は
鴨
川
河
川

敷
・
東
西
川
端
通
り
を
三
條

大
橋
か
ら
九
条
跨
線
橋
ま
で

を
清
掃
区
域
と
し
て
き
ま
し

た
。
幸
運
に
も
毎
回
天
候
に

恵
ま
れ
、
全
員
グ
リ
ー
ン
の

ジ
ャ
ン
パ
ー
、
帽
子
を
着
用

の
出
で
立
ち
で
各
自
持
ち
場

へ
イ
ザ
出
陣
。
汗
を
拭
い
、

時
に
喉
を
潤
し
、
黙
々
と
ゴ

ミ
を
拾
い
集
め
る
姿
は
、
街

に
咲
い
た
可
憐
な
一
輪
の
花

を
見
る
思
い
で
す
。

　

京
を
代
表
す
る
観
光
地
界

隈
に
お
住
ま
い
の
方
々
は
さ

す
が
地
域
の
美
化
意
識
が
高

く
、
日
頃
か
ら
街
の
隅
々
ま

で
清
掃
の
手
が
行
き
届
き
、

ゴ
ミ
な
ど
殆
ど
見
か
け
な
い

こ
と
に
大
い
な
る
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
で
も
、
終
わ
っ

て
み
れ
ば
回
収
し
た
ゴ
ミ
の

量
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
10
か

ら
19
袋
は
普
通
の
こ
と
、
生

け
垣
や
物
陰
に
捨
て
置
か
れ

た
傘
、不
要
品
な
ど
も
有
り
、

改
め
て
ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
き

ま
す
。

　

今
後
も
奇
麗
な
国
際
観
光

都
市
京
都
・
東
山
を
目
指
し

た
い
と
の
思
い
を
強
く
致
し

ま
し
た
。
皆
様
‼　

ど
う
ぞ

こ
れ
か
ら
も
当
奉
仕
活
動
委

員
会
の
行
う
清
掃
奉
仕
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　（
奉
仕
活
動
委
員
会
会
長

角
村
　
由
利
）

東
山
区

東
山
区


